
変わったひなまつり

太井公民館長 代 正雄

太井地区の榛名神社の祭りのうちの一つ。一ヶ月遅れのひなまつり。普通は

三月の桃の節句だが、四月二日にひなだんのかざってある家の座敷に土足で、

竹のササを持った男の子が、ワッショイと叫びながら回り、一番年上の男の子

中学二年生（新学期から三年生になる）が北埼玉郡騎西町の玉敷神社から借り

てきた神具（木刀、面、御神体）の三つをもって後ろから回って歩きます。用

掛の人たちは、郭が四つ（北口・番場・新井・新田）あるので普通は四名です

が、この日は年度代わりで、新旧の用掛八名が出て、子どもたちの後ろから一

軒一軒御神酒をふるまって歩きます。昔は、太鼓を二人でカツイでタタイて歩

いたのですが、今はトラックに太鼓をのせて、子どもたちがタタク。だいぶ変

わってきたものです。私が子どもの頃は、全部子どもたちが仕切っていたもの

です。

一番上の子どもが代表して、祭りの前日の夕方、電車で加須駅まで行って、

騎西の玉敷神社まで歩いていき、御神体を借り、かなり重い箱にカツギボーを

つけてカツグのです。私たちの頃は四人でしたので、二人づつ交代して、夜中

の二時ごろ出発して、走って、追いついたら交代して休み、追いついたら交代

しながら、朝の六時頃には榛名神社に着いて、待っていた下の子どもたちを先

導して家々を回ったものでした。

今では用掛が前日に全部用意しておくそうです。

（熊谷市公協だより 第 41号 平成 16年より）


